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17.1％、「時々ある」が 37.5％、「たまにある」が 34.6％で、約 9割の人は困っていると答
えている。年齢・性別に見ると高年齢者ほどその割合が高く、「困ることがある」は男性











































16～ 19歳 27.3％、女性の 16～ 19歳で 26.3％であるが、「どちらかと言うと好ましく感じ


































　国立国語研究所は 1956年 1月に発行された一般向け雑誌を 5部門 90種にわたって『雑
誌九十種の語彙調査』を行った。その語種別の使用割合は、和語の異なり語数が 36.6％、
延べ語数が 53.9％で、漢語の異なり語数が 47.5％、延べ語数が 41.3％、外来語の異なり語
数が 9.8％、延べ語数が 2.9％、混種語はそれぞれ 6.0％、1.9％であった。
　また、1966年中に発行された朝日、毎日、読売の３紙の『新聞用語の調査』では、和語
の異なり語数が 35.2～ 38.8％、延べ語数が 26.6～ 43.9％、漢語の異なり語数が 44.4～
46.9％、延べ語数が 50.7～ 65.3％、外来語の異なり語数が 12.0～ 12.7％、延べ語数が 4.0
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